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研究成果の概要（和文）：東日本大震災の復興区画整理事業や大規模高台造成の事業プロセスの分析から、事業
プロセスの各段階の特徴に対応した柔軟な事業推進が必要であること、およびそのための具体的な検討課題を明
らかにした。国内外の災害復旧・復興事業の分析から事業プロセスにのResearch、Visioning、Designの各段階
の住民のインタレストと事業上の住民参画の目的の差異を明らかにし、それらへの丁寧な対応の重要性を示し
た。地域住民の事業への主体的参画、オーナーシップの醸成など、復興デザイン手法の検証と土木デザイン概念
の拡張に向けた課題を明示した上で、地域特性を考慮した復興デザイン手法のフレームワークの素案を提示し
た。

研究成果の概要（英文）：Based on the analysis of the project process of the Great East Japan 
Earthquake reconstruction land readjustment project and large-scale upland development, we clarified
 the necessity of flexible project promotion that responds to the characteristics of each stage of 
the project process, and the specific issues to be considered for this purpose. Through the analysis
 of domestic and international disaster recovery and reconstruction projects, we clarified the 
differences in the interests of local residents in the research, visioning, and design phases of the
 project process and the objectives of local residents' participation in the project. The study 
clarified the issues for validation of the reconstruction design method and expansion of the concept
 of civil engineering design, such as fostering local residents' ownership of the project, and 
presented a rough draft of a framework for the reconstruction design method.

研究分野： 景観工学、土木デザイン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義と社会的意義は、土木デザイン概念の拡張と、現代復興事業の取り組みの多様化との関係を
指摘した上で、申請者・研究分担者の復興事業への継続的参画の経験とアクションリサーチによる学術研究の実
績をいかし、国内外の多地域の復旧・復興事業の取り組みの横断的分析をもとに復興デザイン手法のフレームワ
ークの提案を行った点にある。本研究の成果を基盤とする今後の研究の蓄積により、公共事業、エリアマネジメ
ント、継続的な住民参画、地域の社会・空間特性の解明の連関をより深める実証分析とフレームワークの精緻化
が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

環境・都市・インフラ（公共空間・土木施設）等に関わるデザイン分野の発展において、社会
的要請によるデザインの概念（デザイン思想・技術の総体）の拡張と社会への実装化は重要な課
題である。1970 年代頃から本格化した土木デザインの実践は、その定義や役割の議論（篠原 2003、
佐々木 2011、星野 2017 など）、各対象のデザインガイドラインや規範事例の提示（国総研 2008
など）、顕彰制度（土木学会景観・デザイン委員会デザイン賞など）や評価の枠組みの整備とと
もに、その成果を蓄積してきた。さらに近年人口減少や災害の激甚化、SDGs に向けた取り組み
などを背景に、地域コミュニティの再生や地域特性の継承に向け、持続可能な地域再生に寄与す
る公共事業のあり方とまちづくりへの展開が議論され（国土交通省 2015 など）、公共事業のデ
ザインを担う土木デザインが果たすべき役割はより拡大してきている。さらにプレイスメイキ
ングやタクティカルアーバニズムといった、LQC（Lighter、Quicker、Cheaper）による社会実
験等による計画検証や関係主体の構築により、公共事業の事業化の前後の関係性強化を試みる
動的なデザイン手法（動的デザイン手法）も盛んになってきている。 
その結果、近年頻発する激甚災害からの公共事業による復興においても、地域特性をいかした

住民主体のまちづくりが目指され、復興事業過程における土木デザイン分野の社会的要請はよ
り多様化している。NY の「Rebuild by design（RBD）」において機能復旧に留まらないレジリ
エントな復興が提唱されるなど、復興におけるデザイン分野への社会的要請の高まりは世界的
な傾向である。実際、東日本大震災や熊本地震といった復興の現場では、従来の土木デザイン分
野の領域である個々のインフラのデザインに留まらず、地域のヴィジョンや上位計画の策定、共
創的まちづくりに向けた住民参画と計画反映のマネジメント、組織・体制づくりと運営など、事
業化の前後を含む長期にわたる様々な取り組みが行われている（図 1）。しかし、複雑な公共事
業の制度とデザインの役割の接続は課題が多く、日本の復興事業における取り組みはもちろん、
RBD においても既往の公共事業制度とデザイン提案の実現の矛盾が課題とされている。特に復
興事業においては、住民の生活再建への迅速な事業推進と多岐に渡る事業内容の調整と並行し、
適切な住民参画や住民意見の計画反映が求められ、実効性のある復興デザイン手法の提案に向
け、復興事業過程の精緻な分析によるフレームワークの構築と多様な取り組みの連関による復
興デザイン手法の提案が求められている。さらに公共事業制度とデザインに関する課題が顕著
な復興事業における課題解決は、土木デザイン概念の拡張に大きく寄与する。しかし復興デザイ
ン研究の多くは、横断的分析の学術研究の枠組みが未整備のため、研究者が関与した特定地域の
事例のアクションリサーチが多く、それらの成果は各報告の蓄積にとどまっており、その対象も
事業化以前の計画段階に留まるものが多い。以上から、本研究課題の学術的「問い」は、「現代
復興事業過程と取り組みの精緻な分析による持続可能な地域再生に向けた復興デザイン手法の
提案および、地域特性をいかした住民主体のまちづくりに向けた土木デザイン概念の拡張とそ
の実装化」である。 

 

図 1 復興事業の各段階の取り組み事例と土木デザインの領域の拡張の関係 
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２．研究の目的 
本研究の目的は①復興事業過程の特徴と社会的要請の変遷の明確化、②復興事業過程を考慮

した復興デザイン手法の提案、③復興デザイン手法の検証と土木デザイン概念の拡張を通して、
激甚化する災害からの持続可能な地域再生を通した、地域特性をいかした住民主体のまちづく
りの実現に寄与することとする。本研究の学術的独自性は、その着眼点におけるⅠ土木デザイン
概念の拡張と、現代復興事業の取り組みの多様化との関係に関する指摘であり、さらに研究対
象・手法として、申請者・研究分担者の復興事業への継続的参画の経験とアクションリサーチに
よる学術研究の実績をいかし、Ⅱデザイン関連の取り組みと密接な関係がある事業化後の実態
把握を含めた復興事業過程の精緻な分析、およびⅢ復興事業過程の精緻な分析をフレームワー
クとする多地域の取り組みの横断的分析と、その連関による復興デザイン手法の提案を行う点
ある。 
 
３．研究の方法 
(1)復興事業過程の特徴と社会的要請の変遷の明確化 

はじめに、各被災地のこれまでの災害・復興の歴史と復興まちづくりが本格化した時期以降の
復興事業の概要を文献調査から整理し、その社会的要請の変遷と現代の復興事業過程の特徴を
整理する。次に 1960-2010 年代における各時代の社会的要請に着目し、土木デザインの発展の経
緯を文献調査により、土木デザインに関する論考を基礎として、現代復興事業を始めとする土木
デザイン概念の拡張について整理をおこなう。最後に、復興事業過程を精緻に分析し事業推進上
の重要なポイントを各段階（復興基本計画／事業認可時／事業化後など）に整理しフレームワー
クを構築した上で、各被災自治体の復興事業過程の差異に着目し、各段階で求められる取り組み
の特徴を国の直轄調査や各種報告書等に関する文献調査、および自治体担当者等へのヒアリン
グをもとにすすめる。現代復興事業における事業過程のマクロな傾向を分析するため、東日本大
震災以降の復興事業を主な対象事例とする。特に市街地整備の中心的役割を担う事業手法（国交
省 2012）でありながら、制度的制約と新たな取り組みの反映の間で多く課題が指摘されている
復興土地区画整理事業（以下：区画整理事業）などの事業手法に着目する。 
(2)復興事業過程を考慮した復興デザイン手法の提案と土木デザイン概念の拡張 

各地域の取り組みにおけるデザイン技術の特徴を抽出し、事例群の各事業段階で実施された
取り組み（住民参画・組織づくり等を含む）の傾向・実態・課題を明らかにする。特に他地区に
はない事業化後の住民参画を行った特徴的な取り組みに着目する。海外事例に関しても文献調
査、関係者ヒアリングを行い、海外事例と比較した日本における復興事業の制度的課題の特徴と
課題を整理する。また復興事業における公共事業とその前後の取り組みの連関を促進するため、
プレイスメイキング、タクティカルアーバニズム等の動的デザイン手法に関する文献調査、専門
家へのヒアリング調査を行う。以上より、復興事業過程の制度上の改善を含めフレームワークの
理論的補強を行った上で、復興事業過程を考慮した取り組み連関型の復興デザイン手法の提案
を行う。最後に、現代復興事業の取り組みおよび提案した復興デザイン手法のフレームワークを
もとに、復興事業過程における社会的要請と対応に関する知見を基礎とする土木デザイン概念
の拡張の枠組みを提示する。 
 
４．研究成果 
(1)東日本大震災復興事業の事業プロセスの分析 

阪神・淡路大震災以来の復興計画論を取り巻く社会的要請とそれに対応する議論を背景に、東
日本大震災の復興事業では、基礎自治体を復興主体とする原則が示され、被災前のまちの姿や従
来の地域課題などの地域特性に配慮した復興が重視された。本研究では中でも主たる復興事業
手法である復興区画整理事業（岩手県宮城県 58 地区）を対象に，住民参加と計画内容の変化の
特徴を整理し、地域らしさの継承に向けた課題に関する分析をおこなった。その結果、地区の骨
格に関わる計画内容については事業化段階での計画変更が少なく、地域らしさの継承に向けて
被災直後の状況において考慮した検討が必要なこと、一方で身近な公共空間に関する計画内容
については、事業段階で多くの計画内容が変更されており、地域らしさの継承に向けて業務が重
層化する事業段階での現場において継続した調整が必要であることを実証的に明らかにした。 

また東日本大震災の復興事業における特徴の一つである大規模造成（今次復興で人口規模が
大きく大規模高台造成が行われた宮古市田老地区，山田町山田地区，陸前高田市高田地区，陸前
高田市今泉地区，南三陸町志津川地区，女川町中心部地区，東松島市野蒜地区の 6 自治体 7 地
区）の事業プロセスについても検討プとセスを分析した。その結果、発災から 1年以内に策定さ
れた復興基本計画の計画策定プロセスで把握された住民意向をもとに、造成の実施の有無と位
置が決定された一方で，事業段階で高台の居住意向が全ての地区で減少していることがわかっ
た。以上より地域コミュニティの再生や地域特性の継承に資する復興デザイン手法に向けて、事
業プロセスの各段階の特徴に対応した柔軟な事業推進が必要であること、およびそのための具
体的な検討課題を明らかにした。 

次に動的デザイン手法の分析に関連して、東日本大震災被災地の地域内活躍に不可欠な生業
の復興現場において、タクティカルアーバニズムと同様のアプローチが取られたという仮説を
設定し①地元または流⼊した若者層の自らの手による試行アクションがみられたか、②時期・内
容と、その継続または発展の有無、③まちにいかなる効果を与えたかを明らかにし、タクティカ



ルアーバニズムの有効性を検証した。さらに人口減少がみられる都市が被災した場合の生業復
興において、多世代を巻きこみ、その持続可能性を高めるために備えるべきプログラムのあり方
について検討をおこなった。 
(2)河川に関わる国内外の災害復旧・復興事業の事例分析 

流域治水の議論を始め、災害対応と都市施策との連携が課題となっている河川事業に関わる
国内外の事例調査を通して、復興デザイン手法、土木デザインのあり方に関する課題整理をおこ
なった。国内の災害復旧・復興事業の先進事例が多い九州地方の取り組みから、短期間での復旧
が求められる災害復旧・復興事業をまちづくりへと接続するため、多自然川づくりアドバイザー
制度の活用の成果と課題、継続的な地域住民の参画に向けた体制上の課題などについて整理し
た。 

また特に長期事業に関わる継続的な住民参画と、計画へのオーナーシップの醸成に関して、
2019 年にニュージーランド・クライストチャーチで策定されたオタカロ・エイボン川回廊再生
計画（Ōtākaro Avon River Corridor Regeneration Plan）を対象とする、広域空間計画に至る
市民参加型検討プロセスのケーススタディおこない、河川周辺の土地利用規制に伴い今後より
重要となる広域空間計画の策定において、計画主体と市民の河川環境再生の価値を共有してい
く市民参加型検討プロセスの議論に寄与する知見を得ることを試みた。その成果として、事業プ
ロセスにおける Research、Visioning、Design の各段階における住民のインタレストの差異、事
業上の住民参画の目的の差異を明らかにし、それらへの丁寧な対応が重要であることを示した。 
(3)復興デザイン手法のフレームワークの提示と地域の社会・空間特性の解明に向けた課題 

以上より、地域住民の事業への主体的参画、オーナーシップの醸成など、復興デザイン手法の
検証と土木デザイン概念の拡張に向けた実証的かつ具体的な課題を明示した上で、地域特性を
考慮した復興デザイン手法のフレームワークの素案を提示した（図 2）。さらに、各地域の特性
に合わせてこれらのプログラムを実装化していくためには、事業対象となる環境、公共空間等と、
地域コミュニティ、ステークホルダーの関係を明らかにする必要があることを指摘し、ケースス
タディを通じて地域特性の分析に関わる知見の蓄積に取り組んだ。今後は、公共事業、エリアマ
ネジメント、継続的な住民参画、地域の社会・空間特性の解明の連関をより深める実証分析とフ
レームワークの精緻化を進めていきたい。 

 
図 2 復興デザイン手法および土木デザインの拡張に関するフレームワーク（案） 
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